
（学校教育目標）「夢を持ち ふるさとの未来を担う 城崎の子」 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 

４月に中学３年生を対象に実施した「全国学力・学習状況

調査」の結果が発表されました。この調査の結果は、あくま

で生徒の学力の一部と捉えていますが、その結果をもとに本

校生徒の学力状況を分析しましたので、生徒の課題と今後の

主な方策についてお知らせします。 

本校３年生の結果は、全国・兵庫県と比べて、国語はほぼ

同等、数学は上回っていました。 

教科ごとの状況は以下のとおりです。 

 

１ 国 語 

漢字の読みや語句の意味、話し合いの話題や方向を捉えたり、質問の意図を捉えたりする等、基

本的な事柄についてはおおむね身についていると思われます。しかし、話し合いの話題や方向を捉

えて、自分の考えを持ち、表現することに課題があることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

２ 数 学 

基礎的な知識・技能は身についていると考えられます。しかし、与えられたグラフやデータから

必要な情報を適切に読み取ることや、数学の用語を使って理由や根拠を説明する記述式の問題を苦

手としていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

３ 共通の取組 

 

 

 

 

 

 

若  木 

お気づきのことがありましたらお知らせください 

城崎中学校  ＴＥＬ（0796）32－2043  FAX （0796）32－2900 

ホームページ http://www2.city.toyooka.hyogo.jp/edu/school/kinosaki-jhs/ 

 

豊岡市立城崎中学校だより 

令和３年９月３０日（木）号 

生徒数 ６５ 名 

⑴ 場面や段落ごとに区切って読むのではなく、全体を何度も読み返すことで内容を把握させ

るようにする。 

⑵ 単に内容や心情を理解させたり、問いに対応する答えを理解させたりするのではなく、本

文の内容を根拠にして自分の考えを書かせるようにする。 

⑴ 数学の公式、定理や図形の性質が成り立つ根拠を生徒に考えさせる。 

⑵ 身近な生活のなかにある事象を数学的に捉え、問題解決に向けた筋道について、協働的に

学習することを１年生から段階的に指導する。 

⑴ ペア学習や班活動を積極的に行い、自分の考えを他者に説明したり、他者の考えを理解し

たりする活動を行う。 

⑵ 自分の考えと他者の考えを比べ、共通するところや違うところについて話し合うなど目的

をもたせた活動を行う。 


